
富士見市公民館運営審議会議事録 

開 催 日 時 平成２９年２月８日（水）午後７時００分～８時３０分  

会   場 水谷東公民館 講座室 

出 席 者 瀬戸 篤 山川亜紀子 長ケ原美博 佐野正幸 

中 正美 吉川英亨 横谷希己江 

是永国彦 山本百合子 関根健一 

田中洋子 尾形忠男 浅見隆志 本田和子  （以上１２人） 

鶴瀬公民館長 南畑公民館長 水谷公民館長 水谷東公民館長 

鶴瀬公民館事務局担当 （合計１７人） 

欠 席 者 山川亜紀子 高橋康子 川端正則 関根健一 

会 議 録 確 認 中 正美 議長 

公開・非公開 公開（傍聴人 ０人） 

会 議 内 容 

 

１、 あいさつ 

中 正美 議長 

 

 

２、 報告事項 

（１） 平成２９年度公民館関係予算（案）について 

（各館長から各館の予算内示を説明、内容は以下のとおり） 

① 鶴瀬公民館 

・ホールのモニターは認められなかった。 

   ・以外は、ほぼ要求どおりとなった。 

   ・公用車の買い換えが認められた。 

② 南畑公民館 

   ・平成２８年度と大きく変わらない。 

 ・会議室の椅子買い換えが認められた。 

③ 水谷公民館 

・施設の修繕を、ここ数年計画的にやってきた。２９年度は、内装関係をやって

いく。 

 ・講座室の椅子買い換えが認められた。 

 ・ワイヤレスアンプ、パネルは認められなかった。 

④ 水谷東公民館 

・給排水管、空調等の更生工事が予定通り認められた。 

 

（質 疑） 

なし。 

 



 

（２）各地区公運審会議報告について 

  ①鶴瀬公民館（12 月 16 日・金曜日実施） 

   ・会議録に沿って、瀬戸委員（地区議長）から説明を行った。 

   ・鶴瀬公民館は全市事業を担当している一方で、地域との連携事業が少ない。こ 

の点が課題であることを協議した。 

   ・現在鶴瀬公民館には３０近い業務がある。今回４人の委員が１５～２０の事業 

を担当し、事業評価していくこととした。担当者が担当事業だけを見るのでは 

なく、全員が事業の大半に目をとおしていく方向とした。 

②南畑公民館 

   ・前回の全体公運審以降行われていない。次回の地区公運審は、3 月 16 日（木） 

を予定している。事業評価については、この時に協議する予定。 

③水谷公民館 

   ・前回の全体公運審以降行われていない。次回の地区公運審は、3 月上旬を予定し 

ている。 

③水谷東公民館（12 月 9 日・金曜日実施） 

   ・公共施設予約システムの、抽選方式の説明と意見交換を中心に行った。 

 

（質 疑） 

   なし。 

 

 

（３）地域・自治シンポジウムの取り組み結果について 

   次の点を報告。 

☆開催期日及び会場：平成 29 年 1 月 29 日（日）午後 1 時から 4 時 

            鶴瀬コミュニティセンターホール 

☆内容（全体テーマ）：学びあいで、豊かで暮らしやすい地域づくりを 

         ～つどい・まなび・むすぶ公民館と地域の協働を考える～ 

○基調講演：上田幸夫氏（日本体育大学教授） 

   ○交流イベント：富士見高校演劇部「ももたとももこの物語」 

   ○シンポジウム：各公民館から話題提供 

           ・鶴瀬公民館：高校生も参加した市民演劇のつどい 

           ・南畑公民館：なんばた青空市場の取り組みと地域づくり 

           ・水谷公民館：サロン活動を通じての地域の居場所づくりの 

取り組み 

           ・水谷東公民館：子どもが主体の活動と公民館 

  ☆１０８名の参加があった。今年の特徴として、高校生の若い世代の参加があった 

ため、会場内の雰囲気がここ数年の中では特に活気があった。 

 

 

（４）公共施設予約システム抽選申込み状況の結果報告について 

①鶴瀬公民館 

   ・１０件の重複があった。体育室７件、第３集会室２件、和室 1 件。 

   ・全体としては、特別な問題はなかった。 

   ・６日は、午前９時の段階で３団体が来館した。 

   ・総じて、混乱などはなかった。 



②南畑公民館 

   ・２０件の重複があった。ホール１９件、視聴覚室１件。ホールの１９件は、卓 

球サークルの重複であった。一番多かったのは、日曜日のホールの一枠に４件 

という箇所があった。 

   ・エントリー団体数は全体で２４件。一斉の時の来館団体数とほぼ変わらなかっ 

た。 

   ・他の部屋は、希望どおりに取れていた。 

・６日は、午前９時の段階で２団体が来館した。 

・混乱などはなかった。 

   ・ふれあいプラザは、全てネットで完結していた。 

③水谷公民館 

   ・利用団体総数９０団体中、６０団体がエントリーしていた。内、２８件が重複 

していた。平日・日中の多目的ホールが多かった。 

   ・午前と午後を連続して取ろうとしたところが、落選していた傾向があった。 

・６日は、午前９時の段階で３～４団体が来館したのみで、大きな混乱なく終わ 

った。先ずは、ソフトランディングであった。 

③水谷東公民館 

   ・３２団体がエントリーしていた。落選は、６件あった。 

   ・ホールと調理室を同時刻にエントリーしたところが重複（どちらの団体も）と 

いうケースがあった。 

・６日は、午前９時の段階で５団体が来館した。以降１１団体が順次来館し、当 

日は１７団体の来館であった。 

 

（質 疑） 

   なし。 

   議長：とりわけ順調であった様子で、良かったと思います。 

 

 

（５）その他 

  ①第３１回入間地区公民館研究集会（２月３日開催）について 

   当日参加の、長ケ原委員より報告 

  ○当日のテーマ：「高齢者の力を地域で生かすための公民館の役割とは」 

・一言でいうと、今公民館は何をやったらよいかというお話であった。公民館は「人 

と人の関わり合い」を作り出す、そしてその関わり合いを持続させ、拡大させる。 

  ・職員は、気軽につどえる機会と場所を作ること、相互学習の場をつくることが役 

割。 

  ・今、地域では「高齢化率」が上昇している。高齢者に力を発揮してもらうことが 

大切。そして、発揮してくれる人の発掘を。やりたい人は、多いはず。高齢者の 

社会参加、高齢者と若者との相互理解や学び合うことは大事なこと。 

 

  ②その他 

   特になし。 

 

 

 

 



 

３、 協議事項 

（１） 平成２９年度富士見市公民館運営方針（案）について 

（事務局館館長から、資料に沿って内容を説明） 

  ○「富士見市教育振興基本計画」に沿って方針は作成されている。５年で一区切り 

の、２９年度は最終年となる。案は、２８年度との大きな差違はない。 

  ○「１～３」までは、資料を読み簡潔に説明。 

  ○「４：平成２９年度の事業の柱と重点目標」 

   ・「家庭教育支援会議」は、市長部局とも連携していきたい。 

   ・鶴瀬公民館は、平和憲法啓発事業を、「非核平和都市宣言」３０周年ということ 

もあり、しっかりと対応していく。 

   ・南畑公民館は、家庭教育支援講座を重点にしていく。 

・水谷公民館は、サロンを中心とした「居場所づくり」に取り組んでいく。 

   ・水谷東公民館は、子育て・親育ち講座の充実に取り組んでいく。 

   ・公民館だよりを中心にホームページも上手に使いながら、情報発信をしていく。 

   ・施設提供に関しては、施設の改修を行ってきた。 

   ・展示スペースの提供：南畑公民館が代表的。 

   ・運営と評価 → 今まで、一斉受付日に多くの人が来館していた。利用者連合 

会からは、利用者間の交流の場が少なくなるとの指摘があった。利用者間の交 

流や活性化が課題となる。 

   ・最終的には、４つの重点目標に沿った運営をしていきたい。 

 

（質 疑） 

   なし。 

   議長：今はなくても、各地区の公運審の会議の中で出してほしい。 

 

 

（２） 各公民館と公運審の係わりについて(意見交換) 

   ・公民館：「年齢別世代別一覧」について → これを見ていただくと、今後どの 

世代に向けた事業をすればよいかの参考になると思う。 

   ・委員：水谷公民館の青空学校指導員の研修の様子はどうでしたか。 

        ↓ 

       本人達から勉強したいとの声が上がり、実施した。 

       模擬青空教室に取組み、力量を付けてもらうようにしたい。 

   ・委員：南畑公民館の家庭教育支援講座の内容はどんなものか。 

        ↓ 

       子育て世代を対象に取り組む予定。 

       「ちびっこあおむし」では親子を対象とし、親からは悩みなどを出し合 

える場所にしていきたい。 

   ・公民館：働いている世代へのアプローチは、永遠の課題。委員の皆さんは、各 

公民館を支援してほしい。 

   ・公民館：市民生活講座として、鶴瀬公民館では「山のススメ」と「タッチケア 

講座」を組んだ。どちらも希望者が多い。ストレスを解消したい人が多いのか。 

   ・委員：我々公運審委員が地域との連携事業を考えるとした場合、何か具体案は 

あるか。 → 公民館事業に住民の声が反映されることは大事だと思う。利用 

者懇談会や公民館行事に参加し、利用者や住民の声を拾うことが必要。事業に 



直接参加することも課題。 

 

・議長：他に何か気付いたことがあれば出してほしい。 

   ・委員：水谷公民館には、「企画運営委員会」がある。年間２～３回会議があるが、 

日常的にも館長には意見を伝えている。 

   ・委員：世代別一覧を見ていると、公民館の事業が整理して見られるようになっ 

た。 

   ・議長：２９年度から新たに取り組む事業などはあるか。 

         ↓ 

    鶴瀬公民館：「地域子ども教室」を、生涯学習課と小学校と連携しながら取り組 

み始めている。 

    水谷東公民館：「団体備品の館内常置設置の取決め」を作った。利用者懇談会に 

も提案して、施設の使い勝手の良さを、一層図っていきたい。 

 

 

（３） その他 

   ・図書館協議会委員について 

    今まで、当審議会の中から山川委員に２期同委員を務めていただいていた。交 

替してほしいとのことなので、他にやっていただける方はいるか。 

        ↓ 

    立候補の委員なし。 

    長ケ原委員を事務局館から推薦し、出席委員の承認をいただく。 

 

 

４、 連絡事項 

（１）次回の全体会の日程について 

平成２９年５月１７日（水）か２４日（水）１９：００～で調整 

   会場：鶴瀬公民館 

 

 

５、 閉会 

開催地の尾形委員（地区議長）よりあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


